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野付半島ジオツアー実施報告 
ล໌ �ʣɾॏ೭ �ʣɾੴҰਓ �ʣɾࣣࢁɹଠ �ʣ

１．野付半島とは？

北海道東部，野付湾周辺には，現在も活動的な完新世

バリアーシステムが認められており，ここでは野付崎バ

リアースピット（以下，NBS）と呼ばれている．NBS は，

標
し べ つ

津川河口から南東方向に延びる本邦最大の総延長約 29 

km の分岐砂
さ し

嘴であり，知床半島起源の火山岩礫を多く含

む．航空写真判読によって，複数の砂嘴が認識され，それ

らの分岐関係によって地形発達史が解読できる（第 1 図）．

著者らは，2015 年以降，NBS において浜
ひんてい

堤を横断す

る 5 本の測線を設定し，（1）GPS スタティック計測とレ

ベル機器を用いた地形測量と地形断面図の作成，（2）地中

レーダー探査と探査記録を用いた各浜堤の離水標高の計

測，（3）ハンドボーリング調査および（4）掘削試料を用い

た AMS14C 年代測定およびテフラによる年代の検討，（5）

EC，珪藻および花粉分析による古環境の推定，（6）海浜砂

と砂丘砂の粒度分析による判別，（7）海域の音波探査や測

深調査などを実施してきている（Watanabe et al .,  2016）．
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これまでの掘削調査により，上位から 5 層の完新世テ

フラ，Ta-a（1739 年樽前火山起源；古川・七山，2006）

および Ko-c2（1694 年北海道駒ヶ岳火山起源；古川・七山，

2007）， Ma-b（10 世紀摩周火山起源；山元ほか，2010），

Ta-c（2.5 ka 樽前火山起源；古川・七山，2007），Ma-d（4.0 

ka 摩周火山起源；山元ほか，2010）が見いだされ，これ

らを時間面として，約 1000 年オーダーでの NBS の地形

発達史を解読することができた（Watanabe et al .,  2016）．

一方，江戸時代中期から幕末にかけて，野付半島は船で

国後島や千島列島に渡る際の中継地の湊として繁栄したこ

とは，我が国の北方領土の歴史的な主権を主張する上でた

いへん重要である．この地には北方警備の任にあたる会津

藩の武士が駐在する通行屋も設けられていたことが通行屋

跡遺跡の発掘から明らかにされている（北海道別海町教育

委員会，2004）．かつて，最上徳内や間宮林蔵は，この半

島を経て国後島や択捉島に渡航したと想像されている（渡

辺ほか，2015）．さらに，ここには江戸時代から明治の

初期にかけて，「キラク」という街があったという伝承が 
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ある．しかし，古い地図や文献には「キラク」があったこ

とを立証する明確な記述が無いが，この伝承はロマンをか

き立てる．

2016 年 10 月 4 〜 11 日に，昨年度からの 3 ヶ年計画

での実施が採択された科研費基盤研究「強制海退によって

規定されたバリアースピットの堆積様式の解明」の予算を

用いて，野付半島の地形発達史に関する現地調査を 7 日

間にわたって実施した．本稿においては，調査期間中の 8 

日（土）に，産総研の渡辺・七山，明治コンサルタント（株）

の重野，別海町郷土資料館の石渡が共同でアウトリーチと

して行った野付半島ジオツアー（第 2 図）の実施状況を報

告する．

２．野付半島ジオツアー

ジオツアー当日は朝から快晴で，根室海峡を挟んで約

18 km 先の国後島のケムライ崎の白い灯台がくっきりと

見えた．午前の部は午前 10 時から 2 時間，野付半島ネイ

チャーセンター 2 階において，2 件の普及講演会が行われ

た．

最初の講演は七山と渡辺から「野付半島の成り立ちを探

る！」と題して，著者らが現在科研費で行っている NBS の

地形・地質調査の成果をもとに半島の成り立ちについて解

りやすく講演した．この講演内容は午後からのジオツアー

の事前説明も兼ねていた．七山は，“NBS の砂嘴の形態や

海岸の変化は，数年オーダーの地形変化で見るよりも，

もっと長い悠久の時間スケールでグローバルの視点から 

俯瞰的に見るのが良い！” と参加者に語りかけた（第 3 

図）．

2 件目の講演は重野から「北海道のジオサイト地質百選」

と題して，日本地質学会北海道支部がインターネット上で

行っている北海道地質百選プロジェクトの概要と彼らが編

纂した「北海道自然探検ジオサイト 107 の旅」という地形・

地質ガイドブックの紹介があった（第 4 図）．本書につい
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ては本誌上でも書籍紹介されている（重野・七山，2016）．

北海道は高緯度地域に位置し，本州にはない特異なものも

含めて，さまざまな地形・地質が見られる場所である．こ

れら独特な景観をつくる地形や地質などを北海道の地質

遺産として広く市民に知ってもらい，北の大地（ジオ）に 

関心を持ってもらうことが本書の目的とされている．

午後からのジオツアーの参加者は当初の予定通り，12 

時 40 分に野付半島ネイチャーセンターのエントランスに

集合した．

最初に案内者側の自己紹介後，同場所にある地形図と 

航空写真を見ながら NBS の地形概説を七山が行った． 

その後，別海町郷土資料館と野付半島ネイチャークラブの

参加者の車に分乗して最初の Stop point に移動した（第 5 

図）．

最初の Stop point 1 は，現在，NBS で唯一成長してい

る砂嘴であり，この地形面上には荒浜岬遺跡（18 世紀：

江戸時代末期）が立地している．この最も若い砂嘴は，現

在も続く沈降期に成長したことが分かっている．参加者

に，早速前浜をシャベルで掘って，NBS を形作る礫浜の

構造を観察して頂いた（第 6 図）．また，“ 礫浜の礫は何故

お皿のように平べったいのか？ ” について解説を行った．

これまで成長が顕著であった荒浜岬では，現在流砂不足

のため著しい海岸侵食が起こっており，これは長年にわ

たって実施されてきた護岸工事が影響している（七山・石

渡，2014）．この海岸から望む知床半島や国後島はたいへ

ん美しいが，コンクリートのテトラポットで固められた

現在の海岸線はとても美しいものとは言いがたい．“ なぜ 

この様な工事が必要なのか？これは誰のための工事なの

か？守るべきものは何なのか？最後に決めるのは地元の皆

さんの意志である．” と参加者に問うて，少しだけ考えて

頂いた．

竜神崎灯台付近の Stop point 2 においては，湿原中に 

約 1.6 m の比高を持つ浜堤が存在し喜楽岬から連続して

いることを，現地を歩いて確認して頂いた．この浜堤は前

述した通行屋跡遺跡を載せている面である．この浜堤の離

水時期を推定するために，植生に配慮しながら小規模な掘

削を実演した（第 7 図）．この結果江戸時代後期（17 世紀）

に降灰した Ta-a + Ko-c2 テフラの直下に Stop point 1（ナ

カシベツ）で見たのと同様の平たい円盤状の海浜礫が存在

することを確認して頂いた．この礫の分布高度は明らか

に現在の海面高度を上回っており，なぜ，－1.5 cm/ 年の

スピードで沈降しているこの地域において（山下・前原，

2009），標高 1.6 ｍ の浜堤が存在するのかについて，参

加者に議論して頂いた．参加者の中には，“ 長い目で見る
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と NBS は連続して沈降していないのかも・・・・” との意

見も出ていた．

江戸時代に離水した浜堤の脇には国土地理院が設置した

三角点があった．しかし三角点を示す石は重機に踏みつぶ

されたらしく，ひび割れ欠けていた．ここで渡辺は三角点

の重要性を参加者に語りかけた．“ 三角点や水準点は地殻

変動の計測や工事の基準となるものなので・・・・・今後

は大事にして欲しい ” と（第 8 図）．

野付半島最南の一般者利用駐車場付近の Stop point 3 

においても，湿原中に約 2 m の比高を持つ浜堤が存在し 

一本松岬から連続していることを確認して頂いた．この浜

堤は前述した江戸時代の浜堤より陸側に近い．この浜堤

の離水時期を推定するために，再び小規模な掘削を実演

した（第 9 図）．この結果江戸時代後期（17 世紀）に降灰し

た Ta-a + Ko-c2 テフラの下には層厚 2 cm 程の土壌化した

砂層があり，その下位に平たい円盤状の海浜礫が存在して

いた．この礫の分布高度も明らかに現在の海面高度を上

回っていた．七山は “ 根室半島のガッカラ浜ではこの層準

に 12 世紀の鎌倉時代に発生したと思われる津波痕跡があ

る！これ自体は津波痕跡ではないが，鎌倉時代の巨大地震

で離水した浜堤の可能性が高い！ ” と説明した．参加者の

中には，“ やはりそうだったのか．野付半島は沈まないの

か・・・・” との意見が出ていた．

３．オプショナルツアー
　

正規のツアー終了後，15 時過ぎにひとまず野付半島ネ

イチャーセンターに戻り散会とした．その後，希望者 5 

名程を引き連れて，野付半島の付け根の茶
ち ゃ し こ つ

志骨湿原におい

て大口径検土杖を用いたハンドボーリング体験実習を行っ

た（第 10 図）．

ここでは層厚 1 ｍほどの泥炭層基底付近に Ma-d テフ

ラが存在し，その直下に干潟起源の砂礫層が認められる．

よって，この茶志骨湿原が離水したのは約 4,000 年前であ

り，ゆえに野付半島がバリアーとして出現したのは 4,000 

年もしくは，それより前ということになる．さらに，離水

面の現在の標高は－0.6 ｍ にある．現在，－1.5 cm/ 年の 

スピードで沈降しているこの地域において，4,000 年前の

離水面の標高が－0.6 ｍ にあることは，計算として成り立

たない．－1.5 cm/ 年 × 4,000 年 =60 ｍとなり，ハンド

ボーリングでは到達し得ない深度に離水面が位置するはず

である．この矛盾について，参加者自身に考えて頂いた．

ただ，この砂嘴の段階的な成長が何に起因するのかはこ

こでは詳しく触れないが，Watanabe et al .（2016）で学会
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発表しているように，“ 野付半島で問題視されている海岸

侵食以上の自然現象問題，即ち千島海溝の広域地殻変動の

影響が NBS でも顕著に現れているのでは？ ” とだけ申し

添えさせて頂くことにしたい．

４．まとめ－参加者の感想を踏まえて

今回の参加者は，25 名であり，うち 4 名が案内者で

あった．地元の別海町・中標津町・標津町，釧路市からの

参加であった．この中には，野付半島を案内されている 

3 名のネイチャーガイドが含まれていた．野付中学校と別

海中央中学の先生方 2 名も参加されていた．

ジオツアー終了後，21 名の参加者から，別海町郷土資

料館宛に簡単な感想文を書いて頂いた．以下に，その主な

コメントを抜粋して示したい．

• 野付半島の形成について少し理解でき大変良かった．

•  野付半島の生い立ち，今後の予想等自然の力に大きな

ロマンを感じた．

•  野付半島は沈んでなくなると聞いていたので，そうで

はないかもしれないということがわかり，七山先生の

話は大変興味深かった．とても満足．

•  近くに住んで，野付半島が無くならない事を知り安心

しました．わからない事が沢山有り，少しずつでもわ

かった事，嬉しく思いました．

• 実際に目で見て確認できて，とても満足でした．話だ

けではなく，目で見て手でさわって，とても興味がわ

いてよかったです．

• 実際に地層を見ながら解説を聞いたので，半島のでき

方がよくわかりました．来年も講演とツアーを実施し

て頂きたいと思います．

•  とてもおもしろかった．最新の情報をありがとうござ

いました．フィールドワークも大変良かったです．地

層の見かたや考え方など勉強になりました．野付半島

からいろいろ考えることの大切さを知りました．

• 興味深い内容でした．地形を見る目がかわりました．

以上のコメントを総括するならば，概ね参加者にはご満

足頂けたと私たちは考えている．来年度以降も，別海町や

標津町民，道東の住民対応のジオツアーや講演会を，アウ

トリーチ活動の一環として時間の許す限りお引き受けし

たいと考えている．また，これとは別に，北海道もしくは

道東の小中高校の理科教員を集めて，根室半島のガッカラ

浜の津波痕跡，春
しゅんくにたい

国岱のバリアーアイランド，走
はしりこたん

古丹のバ

リアースピット，尾
お だ い と う

岱沼の最終氷期堆積物および NBS を 

1 泊 2 日で見て歩くようなジオツアーの企画も考えてい

る．

ちなみに，現在のような教育カリキュラムにおいて，地

震や火山等の自然災害についてきちんと教えられるのは理

科教員のみと考えている．例えば，東日本大震災時のある

学校での多くの犠牲者が生まれた事故を未然に防げたかも

しれない．これは三陸沿岸地域でも道東沿岸地域でも状況

は変わらないはずである．

別海町でも，野付半島ネイチャーセンターの眼前に野付

半島災害時避難施設を今春に新築した（第 11 図）．これは

地元住民にとって有意義な税金の使い方とは思うが，我々

的にはハード以上にソフトの面での住民の意識改革が優

先されるべきとも考える．特に，前述の通り，地元の理科

教員の抜本的な意識改革が不可欠なのであろう．その視点

からは，今回，野付半島ネイチャーセンターに新しく展示

された江戸時代の隆起浜堤の断面を示す大型はぎとり模型

は高く評価できる（第 12 図）．ぜひ，地元の皆様にはこの 

はぎ取り展示を見て，野付半島の将来の姿をご想像頂きた

いと切に思っている．

ँࣙɿ野付半島ジオツアーは，別海町郷土資料館ならびに

野付半島ネイチャークラブによって主催された．本研究は

JSPS 科研費基盤研究（C） 15K05323 の助成を受けて実施

した．関係者一同，心から感謝する次第である．
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WATANABE Kazuaki, SHIGENO Kiyoyuki, ISHIWATA Ka-
zuto and NANAYAMA Futoshi （2017） An implementation 
report on the Geotour around Notsuke Peninsular, eastern 
Hokkaido, northern Japan.

（受付：2016 年 11 月 21 日）
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